
D i v i s i o n  o f  H u m a n  I n f o r m a t i c s

人間情報学研究科は教養学部を母体とする大学院であり、ダイナミックに変容する現代社会をさまざ
まな切り口から捉え、学際性の高い実践的教育研究をおこなっています。

博士課程前期課程の大学院生は、社会情報（社会学、教育学、人文地理、地域構想系）、行動情報（心
理学、教育工学、体育学系）、生命・情報（コンピュータ科学、数学、生体情報学、情報科学、環境科
学系）のいずれかを主たる研究領域とし、また自然科学系、人文科学系の諸科学から、基礎的な分野に
ついての幅広い支援を受けて研究をおこなっています。その核となるのは人間情報学演習であり、多彩
な研究分野のスタッフからなる教員チームが指導にあたり、学際的な研究を実のあるものにしています。

博士課程後期課程では主として人間情報学演習と論文指導により研究を深めますが、ここでも複数の
教員からなるスタッフが様々な角度から学際的な指導をおこないます。

本研究科のもうひとつの特色は、社会人にも広く門戸を開いている点にあります。社会の現場におけ
る様々な課題を研究テーマとし、より実践的な研究がおこなわれます。そのため、現役の社会人が履修
しやすいよう土曜日を活用するなど、柔軟な時間割が組まれます。院生には大学、研究所、学校等に在
職している研究者や教育者などに加え、会社員や公務員、さらには現役を退いてから入学した方や主婦
なども含まれるため、演習などでは院生と教員が多様な視点から活発な議論を展開しています。

また、本研究科では、2022年度入学生から公認心理師の大学院科目の履修が可能となっています。
公認心理師の国家試験受験資格を得るために学部で必要な科目を修得し卒業した人が大学院でさらに必
要な科目を履修することで受験資格取得を後押しするものです。2026年度からは「公認心理師コース」
を導入し、受け入れ人数を増やします。
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詳しい情報はコチ詳しい情報はコチラ!ラ!

教員からのメッセージ

私たちが暮らす社会が「情報社会」と呼ばれるようになって40年以上が過ぎています。現在生きてい
る私たちの多くは、人生の半分以上を情報社会で過ごしています。その割には、「情報」と付くとコン
ピュータを高度に駆使した難しいもの、特別な専門性をもった人たちだけのもの、といった空気を未だ
に感じます。「人間情報学」は、この人と情報との関わり方に着目した学際的な研究領域です。

学際的であるとは、特定の専門分野に閉じないで研究することを意味します。情報社会に私たちが
馴染みきれない原因の１つに、新たな情報技術が次々と開発されていることが挙げられます。たとえば
Chat GPTに代表される生成AIが急速に発展しています。「働き方改革」の推進のようにプラスの影響
もあれば、雇用を奪うのではないかというリスクもあります。生成された情報に対する著作権やAIが学
習するデータの安全性、AIと対話する際の人間の心理、AIを活用するためのリテラシーとその教育方法
など、人間が情報技術と付き合っていくには、さまざまな社会課題の解決が必要です。その際、AIとい

う情報技術の知識と同じくらい重要なのは、経済、社会、心理、教育といった専門分野の知見です。一方で専門分野の課題を解
決するために情報技術を活用する場合もあります。専門分野の知見に加えて情報技術を理解し、活用できることが求められます。

私が専門とする「教育工学」は、それ自体が教育と工学による学際分野です。よりよい授業をつくるために工学的な開発手法
を採用したり、その検証に心理学や社会調査の手法を組み合わせたりします。不登校の児童生徒に対してメタバースを活用した
効果を検証したり、SNSのトラブルへの対処法や適切な態度、判断力を育成する方法の開発に取り組んだりします。人間情報学
研究科の多様な専門分野の教員との交流を通して、教育工学の学際性をさらに拡張した研究に取り組んでいます。「情報」と「人
間」を切り口に多様な学問が集うのがこの研究科の魅力です。

人間情報学研究科の受験を志す皆さんにとって、学際性の幅が広過ぎて不安に思う方もいるかもしれません。行動情報学、社
会情報学、生命・情報学の３領域から、自身の研究テーマにもっとも近い領域を見つけてみましょう。そこを足場に、多くの教
員や他分野の大学院生との交流・議論を楽しんで下さい。皆さんらしい学際の形が、新たな研究領域を開拓していくことを期待
しています。
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大学院生からのコメント

私は2025年３月に本研究科博士課程前期課程を修了し、そのまま後期課程へ進学しました。
前期課程では「保護者向け情報リテラシー」について研究をしていましたが、後期課程ではさらに研

究内容を掘り下げ「生涯学習としての保護者の学びとデジタルバッジでの証明」について研究をしてい
ます。

前期課程では非常勤講師をしながらも２年間で修了することができました。しかし、今年度から週４
日ですがフルタイムの常勤講師に転職したこともあり、後期課程ではより深い研究をするため「長期履
修制度」を利用することにしました。その結果、前期課程（特にＭ１）の頃とは異なり、通学すること
は減少しました。週１回五橋キャンパスに来ることで、指導教員の稲垣教授をはじめとした諸先生方、
職員の方々、前期課程・後期課程の院生たちと今までと変わらずコミュニケーションをとることができ
ます。提出物などの事務処理においても、なかなか通学できない私に配慮していただくこともあります。

人間情報学研究科には、私が研究している教育工学だけではなく、情報科学・日本語教育学・心理学・社会教育学など、さま
ざまな分野を研究する仲間が集まっています。また、大学卒業後に進学した院生から、定年を迎えさらに研究を続ける社会人院
生まで幅広い年代と関わることができます。院生室では、研究分野を超えたディスカッションがおこなわれることもあります。

前期課程に入学した時には「仕事のブランクが長く、研究経験のない私が大学院に入っていいのだろうか」と悩んだこともあ
りました。しかし、現在は「社会人、専業主婦、母親といくつもの立場を経験した今だからできる研究がある」と考えることが
できるようになりました。このような私を受け入れてくださった人間情報学研究科のみなさまに感謝しながら、今後も研究を続
けていきたいと思います。
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公認心理師法に基づく
心理職の国家資格

医療・保健

福祉 教育

司法・矯正 産業・労働

病院・クリニック、
精神保健福祉センター、
保健センターなど

児童相談所、
相談支援センター、

高齢者福祉施設など

スクールカウンセラー、
教育相談室など

家庭裁判所、
少年院・刑務所、
保護観察所など

企業内相談室、
障害者職業センターなど

幅広い分野において、心理学に関する専門知識及び技術をもって、
心理に関する支援を必要とする人への指導・助言・援助を行います。

「公認心理師コース」新設に伴い、地域住民の皆様を対象とした
「心理相談室」を新たに設置

子どもの発達や
子育てについて

社会生活・
学校生活について

自分自身
について

対人関係
について

人間情報学研究科・人間情報学専攻人間情報学研究科・人間情報学専攻

行動情報学領域
・心理に関わる分野
　行動情報心理学、適応行動学、社会心理学、組織心理学、知覚心理学、認知心理学、健康行動学、臨床健康心理学、教育工学
・スポーツに関わる分野
　スポーツ科学、スポーツ生理学、健康体力統計学、運動免疫学
社会情報学領域
・社会に関わる分野
　応用社会学、情報社会学、社会教育学、社会情報システム論、生活情報システム論、社会統計学
・地域に関わる分野
　地域情報学、地域社会論、地域政策論、地域産業論、地域福祉論、多文化共生論、日本語教育学
生命・情報学領域
・生命とコンピュータ科学に関わる分野
　応用情報学、インターフェイス、コンピュータシステム演習、マルチメディア情報処理、コンピュータネットワーク、生体情報学、生体情報処理系、記号処理論、言語情報処理論、
計算と論理、数理情報科学、フラクタル、複雑系の科学、数理統計学、代数学、幾何学、データベース

・環境に関わる分野
　大気・水環境論、地表環境論、生態学、地球環境史、地球環境論

▏研究領域／研究分野▕

◆公認心理師とは◆公認心理師とは

■産業・組織心理学、社会心理学� 井川 純一
従業員の精神的健康とモチベーション、SNSの利用と
ネット上のコミュニケーションの影響
■代数幾何学� 石田 弘隆
代数曲面の構造と不変量の研究
■人文地理学� 岩動 志乃夫
都市や産業の地域構造に関する研究
■地形学� 伊藤 晶文
過去約２万年間の地形発達史、高解像度地形情報を用
いた地形変化解析
■情報工学� 伊藤 則之
コンピュータ設計などを支援するソフトウェア研究
■教育工学� 稲垣 　忠
情報技術を用いた授業設計、学習環境のデザインに関
する研究
■数学� 岩田 友紀子
エルゴード理論と確率過程
■発達臨床心理学、感情・人格心理学
� 臼倉　瞳
評価懸念、感情制御、災害とメンタルヘルス
■人文地理学� 遠藤　 尚
東南アジア、特にジャワ農村の農村生計と自然資源管
理についての研究
■社会福祉学、障害者福祉、NPO・ボランティア活動
� 大澤 史伸
わが国における福祉市民活動の現状と課題
■応用健康科学、発育発達学� 岡﨑 勘造
子どもの生活習慣の評価とそのヘルスプロモーショ
ンに関する研究
■数学� 片方 　江
複素力学系
■認知心理学� 加藤 健二
日常行動の認知心理学的分析
■臨床心理学� 金井 嘉宏
不安障害・うつ病に対する認知行動療法
■計量社会学� 神林 博史
不平等・社会階層に関する計量的研究
■理論言語学� 岸　 浩介
生成文法理論に基づいた自然言語の統語論と意味論
■文化社会学� 小林 信重
メディア文化・産業の調査研究

■教育哲学� 紺野 　祐
教育の意味と起源に関する人間学的研究
■情報科学� 坂本 泰伸
ネットワーク分散システム
■運動免疫学� 坂本　 譲
運動やストレスが免疫機能に及ぼす影響と健康
■農村社会学、理論社会学� 佐久間 政広
①農山村における高齢者の生活実態に関する研究
②贈与論の理論的視点からの地域社会論
■視覚心理学� 櫻井 研三
人間の奥行知覚の解明
■数学� 佐藤 　篤
楕円曲線の数論
■日本語教育学� 佐藤 真紀
外国につながる子どもの言語教育、多言語多文化共生
に関する研究
■臨床健康心理学� 東海林 渉
慢性疾患を有する者の心理に関する研究
■情報科学� 菅原 　研
自律分散システム論、群ロボットシステム
■福祉社会学� 菅原 真枝
日本における外国人ケアワーカーの介護労働と地域
生活に関する研究
■数理社会学� 鈴木 　努
集合行動、メディアコミュニケーションのネットワーク分析
■家族社会学� 仙田 幸子
既婚女性の出生・就業行動
■スポーツ科学� 高橋 信二
健康体力統計学、身体活動および運動パフォーマンス
の測定・評価方法の研究
■情報科学� 高橋 秀幸
エージェント指向IoT(Internet of Things)システム
の研究
■情報科学・地球物理学� 田所 裕康
数値シミュレーションやデータ解析手法を用いた惑
星やオーロラに関する研究
■スポーツ科学� 千葉 智則
運動生理学、特殊環境下における運動時の呼吸循環機
能の研究
■生物情報学、感覚受容� 土原 和子
生物における情報の受容機構の解明

■教科教育学� 坪田 益美
多文化共生を目指すシティズンシップ教育について
の理論的研究
■発達心理学� 萩原 俊彦
大学生のキャリア選択における動機づけの役割
■社会教育学� 原　 義彦
公民館経営診断技法の研究
■日本語教育・日本語学� 房 　賢嬉
日本語音声教育に関する研究
■臨床発達心理学� 平野 幹雄
攻撃性、衝動性等の発達特性の理解と支援者支援
■社会心理学� 福野 光輝
交渉における認知や感情の働き
■数学� 星野 真樹
微分方程式の解の挙動と構造の解明
■生物情報科学� 牧野 悌也
神経ネットワークによる情報処理、情報表現
■地域福祉学� 増子 　正
財政分析による民生費を中心とした市町村合併効果
の測定
■生体情報学� 松尾 行雄
生物音響学
■情報科学� 松本 章代
自然言語処理技術のウェブサービスへの応用
■天文学� 村上 弘志
X線天文衛星を利用したブラックホールなど高エネ
ルギー天体の観測
■哲学� 文 　景楠
アリストテレスを中心としたギリシア哲学、現代分析
哲学
■自然地理学� 目代 邦康
自然環境の保護・保全
■経済地理学� 柳井 雅也
先端技術産業の地域的立地についての研究
■津波工学、海岸工学� 栁澤 英明
津波発生リスクと地域の脆弱性評価に関する研究
■アジア経済論� 楊 　世英
アジア諸国における雇用創出に関する研究

担当教員・研究テーマ
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